
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第１回 鎌倉市交通政策研究会が開催されました。 

鎌倉市では、総合的な交通政策の基本計画として、平成 9 年度に「鎌倉市交通マスタープラン」を

策定しました。また、休日の交通渋滞が特に著しい鎌倉地域においては、平成 7 年度に市民参画による

「鎌倉地域交通計画研究会」を設置し、平成８年度に「鎌倉地域の地区交通計画に関する提言」を受け、

その後、５年間にわたる社会実験などを通し施策の検証を行いながら、現在パーク＆ライドなど 5 施策

を実施しています。 

さらに、これらの交通計画と連携しながら、バス交通問題への取組みとして、平成１１年度に「鎌倉

市オムニバスタウン計画」を策定し、国、バス事業者と協働でミニバスやノンステップバスなどの導入

を進めてきました。 

このたび市では、これらの計画をさらに充実させ、交通に関する諸課題の更なる解決を目指すため、

市民、公共的団体、事業者、知識経験者及び関係行政機関など 27 名の委員で構成される「鎌倉市交通

政策研究会」を設置しました。（平成 14 年度は、計３回の開催を予定） 

第 1 回研究会は、平成 14 年 11 月 25 日（月）午後 1 時 30 分～3 時 30 分、市役所第３分庁舎

講堂にて開催されました。主な討議内容は次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 傍聴者募集のお知らせ 

第 2 回鎌倉市交通政策研究会を以下のとおり、開催いたします。傍聴希望の方は、裏面の事務局ま

でご連絡ください（先着 10 名程度）。 

■ 日時：平成 15 年 1 月 31 日（金） 午後２時 30 分～ 

■ 場所：鎌倉芸術館 集会室 

Vol．１ 平成 15 年 1 月 

①研究会の設置主旨および設置要綱の確認 

②会長、副会長の選出          

委員の互選により、会長に日端康雄氏（慶應 

義塾大学大学院教授）、副会長に永宮直史氏 

（前㈱野村総合研究所研究員）が選ばれました。 

③研究会の運営方法について       

会議及び会議資料は原則公開とすることが確 

 認されました。 

④各委員の今後の抱負、研究会への期待等 

主な発言内容は、裏面をご覧下さい。 

● 主 な 討 議 内 容 ●

 

 

 

 

▲ 研究会での討議風景 



■ 第１回研究会での主な発言 

１． 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※研究会での主な発言を親しみやすく会話風に編集しました。発言者と人物イラストは直接関係ありません。 

■ 研究会の構成委員（氏名・あいうえお順 敬省略） 

鎌倉商工会議所サービス業部会幹事 青木 政行 市民公募（鎌倉地域） 立花 悠子 

神奈川県県土整備部都市計画課技幹 浅羽 義里 神奈川県鎌倉警察署交通課長 田邉 明夫 

鎌倉市自治町内会総連合会 伊藤 実 鎌倉市商店街連合会 田村 満秋 

環境システム研究会会員 
ｴﾙﾌｧﾃﾞｨﾝｸ･  

ｽﾞｻﾞﾝﾈ 
前㈱野村総合研究所研究員 永宮 直史 

神奈川県タクシー協会鎌倉支部長 大崎 哲郎 市民公募（玉縄地域） 人見 好次郎 

国際ソロプチミスト鎌倉会長 鍵冨 その子 慶応義塾大学教授 日端 康雄 

京浜急行電鉄㈱自動車本部計画課長 鬼頭 恒寛 国土交通省横浜国道工事事務所調査第一課長 本田 康秀 
国土交通省関東運輸局旅客第一課長 後藤 崇輔 市民公募（深沢地域） 松澤 優子 
神奈川中央交通㈱運輸部計画課長  小早川 唯因 市民公募（腰越地域） 松本 栄二 

神奈川県藤沢土木事務所道路維持課長 小林 敏夫 神奈川県警察本部都市交通対策室副室長 松山 輝夫 
神奈川県神社庁鎌倉支部  小峰 敏司 （社）鎌倉市観光協会理事 山本 元洋 
埼玉大学助手 坂本 邦宏 （社）鎌倉青年会議所副理事長 湯澤 大地 

鎌倉市仏教会副会長  菅原 義久 

 

鎌倉市自治町内会総連合会 吉澤 静夫 
江ノ島電鉄㈱自動車部計画管理課長 竹内 公平 

 

   ※ 研究会に関する詳しいお問い合わせは 鎌倉市交通政策研究会事務局へ 
鎌倉市 緑政都市部 交通政策課      問い合せ： TEL. ０４６７（２３）３０００（内線５１１） 
〒248-8686 鎌倉市御成町18番10号                               FAX. ０４６７（２３）８７００ 
                               E-mail koutsu@city.kamakura.kanagawa.jp 

環境手形、七里ガ浜パークアンドライド

の本格実施など、社会実験の成果が少し
ずつ実を結んできたんじゃないかな。 

ミニバスなどを利用して、

なるべく車を減らそうと
いう考えもいいと思うな。

北鎌倉の道路は狭く、歩行者が多

いので歩くのに不便。そのうえ、
車の渋滞により空気も汚いわ。 

鎌倉は歩いて観光を楽しむ街なのに、自動車が一時的に集
中して押し寄せるから、交通渋滞が起こっているんだよ。

でも、休日の交通量は減ってるん

じゃないかな。もう一度、現状を
よく捉える必要があるよ。 

市民が一番望んでいるのは、

安心して歩ける街、道路にし
たいという事だよ。 

前研究会の提言を実施する

だけではなく、今回の研究会
で新しい提言をしたいな。 

自動車を邪魔者にするのではなく、公

共交通、自転車、歩行者とうまく調和
できるような環境づくりが必要よね。 

車椅子利用者や老人が安心して歩け

る所も少ないので、交通弱者にやさ

しい交通環境にして欲しいな。 

これまで進められてきた交通への取り組みをどう考えますか？ 

現況の問題は、どんなことだと思いますか？

今後の抱負、研究会で考えなければならないことは？ 

※ 所属部署名は、一部省略しています。 


